
113

C
助
け
合
い
活
動
の
創
出

いきがい
助け合い

線路も海もない、｢やきもののまち波佐見町｣で
支え合いのまちづくりが、ゆっくりとスタート
しました！

7月

波佐見名物
｢窯に入れる前の器を
運ぶ軽トラック｣

時速20㎞で走ります。

波佐見は続くよ どこまでも！

H30.4.1 生活支援コーディネーター配置

H30.4.19 係内打合せ「フォーラム」実施決定！

H30.5上旬 実行委員決定！
H30.5.17 第1回実行委員会
・高齢化率が一番高い地区は45.1％
・フォーラム後、地域の方々が動い
てくれるかという課題があがる。H30.6.14 第2回実行委員会＆

町内全地区の自治会長へ説明

H30.7.1 

『支え合いのまちづくりフォーラム㏌波佐見町』
なんと！参加者443名！
町民の意識の高さに、びっくり！
壇上の町長と会場の皆さんが、一緒に支え合いに取り
組もうと熱気にあふれた。

H30.8.4 第1回勉強会
フォーラムで皆さんの気持ちに
火がついたのか74名が参加！

H30.11.6 実行委員会まとめの会
フォーラム実行委員が…

第1層協議体初期メンバーへ
勉強会を重ねるごとに、気持ちの高まり
を感じる。

H31.3.16 地域支え合い会議
｢生活基盤となる生活支援の取り組み｣
気持ちの高まりを感じ、全員が同じ
方向を見て進み続ける。

H31.1 地域支え合い活動通信第1号発行！

H30.12.1 第4回勉強会
第2層協議体
｢チームはさみ｣初期メンバー発足

目指す姿が決定！
第1層｢まとめ隊｣
第2層｢ひろめ隊｣

H31.2.9 第5回勉強会
「有償ボランティア」について
勉強会ごとに必要性の理解が
ふくらんで行く。

H31.5.9 まとめ隊会議
・困りごとアンケート結果

仕組みができたら、利用
したい人85％！

有償ボランティア

H30.4.26 
・フォーラムに向けてさわやか財団との打合せ
・庁内(総務,企画,教育委員会,住民福祉)課長への説明

H31.4 
SC2名体制へ

廃校を利用した居場所づくり

H30.9.1 第2回勉強会 70名参加
小学校区ごとにグループワーク
「どんな町に住みたいか」

支え合いの仕組み
作りって何すると？

とにかく
動き出そう！

してみらんば
わからん！

H30.10.13 第3回勉強会
｢めざす地域づくりを推進する
チームをつくろう｣ 参加者53名

目指す姿
｢みんなが気軽に声かけや助け合いが
でき、安心して生活できる町｣

5月

5月

4月

6月

8月

10月

12月

2月

9月

11月

1月

3月

スタート!

堀田会長も!

スピード
アップ！

線路も海も
ないけれど。

協議体名も に!!

波佐見は続くよ　どこまでも！
（線路も海もないけれど。）
長崎県で唯一、線路も海もない波佐見町。「お先へどうぞ」の精神でゆっくりとスタートした支え合いの
まちづくりですが、町民皆さんの熱意とSCの確実な先導で進んで来ました。線路に沿って見てください。

波佐見町健康推進課東彼杵郡波佐見町
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